
平成23年度愛知県・新城市総合防災訓練報告

平成23年8月28日（日） 午前9時30分～１１時30分

ふれあいパークほうらい 新城市長篠字東谷下

65機関 ２０００名参加
東海・東南海地震想定

目的「県民総ぐるみ防災訓練」とし、大規模災害発生時の各機関の協力体制の確立、
地域の連携、防災力の強化、防災意識の高揚を図る。

災害発生時の連携や対応の仕方を確認、
訓練テーマは地域防災力の向上～自らのまちは自ら守る～で行われた。



県警や自衛隊の航空機とヘリコプター１１
機が飛来し、患者搬送や物資の投下をした。



「応急物資」を集積所へ届ける。 届けられた「応急物資」を各々仕訳して
積み替え搬送

8:15集合 － (待機) － 10:55 「応急物資輸送」 － (配送) － 11:15

第1回総合会議 2月17日（木） 新城市消防本部
第2回 〃 5月17日（火） 〃
第3回 〃 8月 1日（月） 〃
参加者現地打合せ会議 8月22日（月）ふれあいパークほうらい



訓練会場入場⇒本部前アナウンス案内
⇒本部前通過⇒応急物資集積所へ集合

トヨタ30箱・コープあいち30箱 荷下ろし ⇒「納入伝票」受取・検収
⇒あいち・一宮・かりや愛知中央 分別し荷積み作業
⇒「納品伝票」に従い物資集積所⇒本部前通過⇒会場一周



愛知県聴覚障害者協会の方々がボランティアで
物資積み下ろしに参加



本番さながらに１箱ごと丁寧に人から人へ手渡し

新聞社・テレビも取材にかけつける



11:25 閉会式(本部席前に整列) － 11:30終了

県災害対策本部長の大村知事は「残暑の中、連携して整然と対応
できた。自助・共助・公助のそれぞれの当事者が顔の見える関係を
築いておくことが大切だ」と講評した。


